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<報告書発表> 
世界的なボラティリティ上昇の中、 

エネルギー転換のモメンタムは鈍化していることが新たに判明

• 世界経済フォーラムの「エネルギー転換指数 2024」ランキングでは、欧州諸国が
リード。スウェーデンを筆頭に、デンマーク、フィンランド、スイス、フランスと
続いています。

• ブラジルや中国などの新興国は顕著な進歩を遂げましたが、安全性、公平性、持続
可能性というエネルギーシステムのパフォーマンスを示す 3 つの指標のうち、少な
くとも 1 つにおいて、83％の国が昨年に比べて後退しました。

• 投資と規制における格差は残るものの、エネルギー転換における先進国と途上国の
パフォーマンスにおける格差は縮小し続けています。

• 日本は 120 か国中 26 位（前年 27 位）
• レポート全文はこちら。

スイス、ジュネーブ、2024年6月19日 – 世界経済フォーラムが発表した新しいレポートによ
ると、より公平で安全かつサステナブルなエネルギーシステムに向けたグローバルなエネル
ギー転換は現在も進行中ですが、世界的な不確実性の高まりに直面してその勢いは鈍ってい
ます。

本レポートでベンチマーキングされた120カ国のうち107カ国において、過去10年間でエネ
ルギー転換への進展はあったものの全体的なペースは鈍化しており、その様々な側面のバラ
ンスをとることが依然として重要な課題となっています。経済変動、地政学的緊張の高まり、
技術的シフトのすべてが影響を及ぼし、エネルギー転換の速度と軌跡を複雑にしているので
す。しかし、再生可能エネルギーへの世界的な投資の増加や、サハラ以南のアフリカにおけ
る過去10年間のエネルギー移行実績の著しい伸びなど、楽観的な要素もあります。

https://www.weforum.org/publications/fostering-effective-energy-transition-2024/


同フォーラムがアクセンチュアの協力を得て発行したレポート「効果的なエネルギー転換の
促進 2024 年報告書（Fostering Effective Energy Transition 2024）」では、エネルギー転換
指数（ETI）を用いて、公平性、環境面での持続可能性、エネルギー安全保障のバランス、
およびエネルギー転換を可能にする環境整備に焦点を当て、120 カ国のエネルギーシステム
に関する現在のパフォーマンスを評価しています。この第 14 版レポートでは、所得水準や
地域のエネルギー資源など、その国特有の特性を分析して行う地域に応じた提言が新たに追
加されました。 
 
同フォーラムのエネルギーとマテリアル部門長を務めるロベルト・ボッカは、次のように述
べています。「新興国、先進国を問わず、エネルギー転換は公平でなければなりません。こ
のためにエネルギーの生産と消費のあり方を変革することが、成功には不可欠です。私たち
はエネルギー転換のための 3つの重要な取り組みを早急に行う必要があります。現在のエネ
ルギーシステムを改革して二酸化炭素排出量を削減すること、クリーンなエネルギーソ
リューションを大規模に展開すること、そして GDP あたりのエネルギー強度を削減するこ
とです」。 
 
ETI 2024 版におけるスコア 
引き続き欧州が ETIランキングを主導しており、2024年のトップ 10はすべて欧州の国々で
占められています。ランキングトップのスウェーデン（1 位、以下同）とデンマーク（2）
は、過去 10 年間常に上位 3 カ国に入っており、以下、フィンランド（3）、スイス（4）、
フランス（5）と続きます。これらの国々は、高い政治的コミットメント、研究開発への強
力な投資、地域の地政学的状況、エネルギー効率化政策、カーボンプライシングによって加
速されたクリーンエネルギーの導入拡大などの恩恵を受けています。フランスは、近年のエ
ネルギー効率改善策により、過去 1年間のエネルギー強度が削減され、トップ 5に新たにラ
ンクインしました。 
 
G20 諸国の中では、ドイツ（11）、ブラジル（12）、英国（13）、中国（17）、米国（19）
がフランスとともに ETI トップ 20 に入り、再生可能エネルギー容量の増加に支えられたラ
トビア（15）とチリ（20）が新たに加わりました。 
 
中国とブラジルは、主にクリーンエネルギーの割合を増やすことと長期的に送電網の信頼性
を高める取り組みによって、近年大きく進歩しています。また、ブラジルの水力発電とバイ
オ燃料への継続的なコミットメント、太陽エネルギーにおける最近の躍進、そして新たな機
会を創出するための取り組みが、投資を呼び込む鍵となっています。2023 年には、中国も
再生可能エネルギー容量を大幅に拡大し、電気自動車用バッテリー、ソーラーパネル、風力
タービン、その他の重要な技術をもって、クリーン技術の製造能力の成長と投資を継続しま
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した。同国は、米国やインドとともに、新しいエネルギーソリューションや技術開発でも
リードしています。 
 
総合的な ETIスコアの差は先進国と開発途上国の間で縮まっており、エネルギー転換の「重
心」は開発途上国に移りつつあります。しかし、クリーンエネルギーへの投資は依然として
先進国と中国に集中。このことは、新興国や途上国における公平なエネルギー転換を促進す
るための先進国からの財政支援と、真に投資しやすい環境を醸成するためにすべての国で行
うべき先進的な政策立案の必要性を強調しています。これらに対する普遍的な解決策は存在
しません。したがって、所得水準、国のエネルギー資源とニーズ、地域的背景などの要因に
基づいて、各国独自のニーズに合わせた政策が必要なのです。 
 
「今年のエネルギー転換指数は、今すぐに行動が必要だという明確なメッセージを伝えてい
ます。世界中の意思決定者は、公平で安全かつ持続可能なエネルギーの未来に向けた転換の
モメンタムを取り戻すために、大胆な行動を起こさなければなりません。これは、人々、経
済全体、そして気候変動との闘いにとって極めて重要です」と、同フォーラムのエネルギー
転換インテリジェンス・地域加速部門責任者を務めるエスペン・メーラムは述べています。 
 
ETI 2024 年版の上位 20 カ国 

 
 



ETI 2024 年版の結果分析 
ETIのグローバル平均スコアは過去最高を記録。しかし、2022年に初めて確認されたグロー
バルなエネルギー転換のペースの鈍化は、この 1 年で勢いを増しています。2024 年版レ
ポートによると、2021～2024 年の 3 年間における世界の ETI スコアの改善幅は、2018～
2021 年の上昇幅のほぼ 1/4 でしかありません。さらに、同レポートによると、エネルギー
転換の主要なパフォーマンス側面である持続可能性、公平性、安全性の少なくとも 1つにお
いて、83%の国が昨年よりもスコアが低くなっているのです。 
 
パリ協定で要請されているように、2050年までにネットゼロを達成し、地球温暖化を 1.5℃
以下に抑えるという目標に対して、世界は依然として軌道から外れていると言えます。しか
し、エネルギー効率では顕著な進展が見られ、クリーンなエネルギー源の導入も顕著に増加
しています。ただ、近年のエネルギー価格の高騰がもたらすエネルギーの公平性の後退に
よってエネルギー転換のモメンタムは減速していますし、エネルギー安全保障は、地政学的
緊張によって試され続けています。  
 
イノベーションはエネルギー転換を可能にする重要な要素であり、コストの削減、主要技術
の適用拡大、人材の刷新とリスキリング、投資の誘致を可能にします。近年はイノベーショ
ンの進展が鈍化し、2023 年には世界的に新興企業への投資が減少しているにもかかわらず、
イノベーションが加速している分野があると同レポートは指摘します。 
 
それは、生成 AI を含むデジタル分野です。デジタル・イノベーションがギャップを埋め、
生産性を向上させることでエネルギー産業を改革する大きな機会を提供します。膨大な量の
データを分析する生成 AI の能力は、革新的な予測やソリューションを提供したり、既存の
業務を合理化して効率を高めたりといったメリットをもたらします。しかし、そのポテン
シャルを完全に生かすためには、これらの技術がもたらすリスクと課題に責任を持ち、公平
公正に対処することが極めて重要になります。 
 
アクセンチュア・ストラテジーのグループ・チーフ・エグゼクティブであるムクシット・ア
シュラフ氏は、次のように述べています。「金利上昇や人材不足が顕在化する中では特に、
エネルギー転換への投資を呼び込む明確なビジネスケースが必須条件であると、企業のトッ
プは口を揃えています。当社は、生成 AI が可能にする強力なデジタル・コアが生産性を向
上させ、リターンと人材の確保を強化し、新たな投資の波を呼び起こすことができると確信
しています」。 
 
エネルギー転換指数 2024 年版について 
エネルギー転換指数（ETI）は、グローバルなエネルギーシステムの転換に向けたパフォー
マンスと準備態勢の理解を促進するためのデータ主導の枠組みを提供します。同指数は、現



在のエネルギーシステムのパフォーマンスとエネルギー転換を可能にする環境整備の観点か
ら、120 カ国を 46 の指標で採点したものです。対象は、指標のそれぞれの次元において最
低必要数を満たす一貫した指標データが入手可能である国々です。エネルギーシステムのパ
フォーマンスは、公平性、安全性、持続可能性に均等に加重されます。また、転換に向けた
準備状況は中核的イネーブラーと実現要因の 2つのグループに分けられます。中核的イネー
ブラーには規制と政治的コミットメント、資金と投資が、実現要因にはイノベーション、イ
ンフラ、教育・人的資本が含まれます。最終的な ETIスコアは、システム・パフォーマンス
とエネルギー転換を可能にする環境整備の 2つのサブ指標のスコアを統合したもので、それ
ぞれ 60％と 40％の重み付けを行っています。 
 
図表へのリンク 

- ETI 2024 年版トップ 120 ランキング 
- ETI 2024 年版 G20 ランキング 
- ETI 2024 年版地域別スコアおよび主なインサイト 
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世界経済フォーラムは、世界官民両セクターの協力を通じて世界の現状の改善に取り組むことを目的とする国際
機関です。1971年に設立された同フォーラムは、政府、ビジネス界、学術界および市民社会の第一線で活躍す
るトップリーダーと連携し、世界をより良くすることを目的に様々な活動を行っています。(www.weforum.org) 
 

https://www3.weforum.org/docs/WEF_ETI_2024_Ranking_top_120.jpg
https://www3.weforum.org/docs/WEF_ETI_2024_G20_Rankings.jpg
https://www3.weforum.org/docs/WEF_Regional_Scores_and_Key_Insights_by_Region_ETI_2024.jpg
https://urldefense.proofpoint.com/v2/url?u=http-3A__wef.ch_agenda&d=DwMFaQ&c=VWART3hH1Kkv_uOe9JqhCg&r=ckttTGXi_B7fxoiN2TJjnIa7ICBQ2ptGrEgP4zF8P-Q&m=agDuIY96UIvpKXtnmO85pyUbCzW39AfgZ2R_Eybqhvc&s=FTI5DaxPh9wgywk_D1ChgbVeaJpBqYR7X7i8jADPHX0&e=
https://jp.weforum.org/agenda
https://es.weforum.org/agenda
https://cn.weforum.org/agenda
http://wef.ch/impact
https://www.weforum.org/strategic-intelligence
https://intelligence.weforum.org/
https://www.facebook.com/worldeconomicforum/videos/
https://www.flickr.com/photos/worldeconomicforum/
http://wef.ch/twitter
http://wef.ch/livetweet
http://wef.ch/instagram
https://www.linkedin.com/company/japanweforum
https://www.tiktok.com/@worldeconomicforum?lang=en
https://www.tiktok.com/@worldeconomicforum?lang=en
https://urldefense.proofpoint.com/v2/url?u=http-3A__wef.ch_weibo&d=DwMFaQ&c=VWART3hH1Kkv_uOe9JqhCg&r=ckttTGXi_B7fxoiN2TJjnIa7ICBQ2ptGrEgP4zF8P-Q&m=agDuIY96UIvpKXtnmO85pyUbCzW39AfgZ2R_Eybqhvc&s=UyXfKcSRN39AW14xuvZnpdPp4jJWKsgWrjjJpAfD1TY&e=
https://urldefense.proofpoint.com/v2/url?u=http-3A__wef.ch_ximalaya&d=DwMFaQ&c=VWART3hH1Kkv_uOe9JqhCg&r=ckttTGXi_B7fxoiN2TJjnIa7ICBQ2ptGrEgP4zF8P-Q&m=agDuIY96UIvpKXtnmO85pyUbCzW39AfgZ2R_Eybqhvc&s=HAHcq5tivqO5CL04nsu6FemBLfc6Oer8pyDeAkdJ2aY&e=
https://www.facebook.com/japanweforum
https://www.youtube.com/c/WEFJapan
https://urldefense.proofpoint.com/v2/url?u=http-3A__wef.ch_news&d=DwMFaQ&c=VWART3hH1Kkv_uOe9JqhCg&r=ckttTGXi_B7fxoiN2TJjnIa7ICBQ2ptGrEgP4zF8P-Q&m=agDuIY96UIvpKXtnmO85pyUbCzW39AfgZ2R_Eybqhvc&s=D-DWBJ4sTGW3BXEIZv2kUh5YL39Fpce8bBhgsojmw0o&e=
http://www.weforum.org/

